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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　７月 26 日（金）～ 28 日（日）の３日間、福島県西会津町

から体験の翼交流団 21 名（男子４名、女子 13 名、引率４名）

が大宜味村へやってきました。

　西会津町の友達との交流を通して、ぞれぞれの地域の自然

や気候、文化の違いを肌で感じながらお互いを理解する体験

の翼。夏の交流は今年で 26 回目となります。今年度は、小学

５・６年生を対象に団員募集をし、１泊目は両団員全員で宿

泊施設に泊まり、２日目の朝から各ホームステイ先で過ごし 1泊するという新たな形での交流と

なりました。

　初日の対面式では少し緊張した様子の子ども達でしたが、３日間の交流を通して最終日のお別

れ式の際には、まるできょうだいのように仲良くなっている姿が見られました。

　今度は、来年２月に大宜味村

の交流団が雪国の西会津町を訪

問します。それまでに西会津の

魅力を勉強し、また冬季も交流

を通してたくさんの思い出を作

りましょう♪

「体験の翼」西会津町交流団　大宜味村へようこそ！！
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２大中３年生シークヮーサー酢 SKS+S 実演販売・やんばる星まつり

　２年前、総合学習の時間を利用し、村の特産物を活用して商品開発を行い、自分たちで考えること決め

ることを繰り返し、ようやくできあがったシークヮーサーの酢飲料「シークヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓ」。　

これまでに３万本以上を売り上げ、大宜味村の特産品として徐々に根付いてきています。

　発売から１年半が経った今、自分たちで作った商品が実際どれだけの人に知ってもらっているのかを確

認し、より多くの方たちに認知してもらうにはどうしたらいいのか改めて考える機会になればと７月 30

日（火）、コープおきなわ牧港、あっぷるタウン、なご宮里の３店舗において大宜味中学校３年生がシー

クヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓの実演販売を行いました。

　この日は特別価格として 1本 1000 円（税込）で販売。午前 10 時過ぎから午後３時まで（名護店は午前

11 時から午後４時まで）と短い販売時間でしたが、積極的に試飲を勧めたり、店内放送で呼び掛けたり、

生徒たちの頑張りで３店舗合計 459 本売ることができました。

郷友会の方々や先生方もたくさん応援に駆けつけ、生徒たちとの会話を楽しみながら売り上げに貢献して

くれました。

　牧港店担当の金城勇斗さんは「予想以上に売れて良かった。店内放送を頑張った」と話してくれ、あっ

ぷるタウンで販売を行った平良明日香さんは「実演販売は楽しかった。仕入れたシークヮーサー酢が完売

してよかった」と喜びました。

暑い夏にお酢すめ !?　大宜味中３年生、コープおきなわでシークヮーサー酢実演販売

牧港 あっぷるタウン なご宮里

やんばるの夜空に癒されて…　第４回やんばる星まつり in 大宜味

　８月 24 日（土）、石山展望台において第４回やんばる星まつり in 大宜味が

開催されました。

　午前中は改善センターでモバイルプラネタリウムが行われ、ドームの中で

寝転がりながらやんばるで見られる星空について学びました。

　夕方からは石山展望台で星まつり。星空じゃんけんで元気にまつりがスター

トし、音楽ライブでは津波の玉城さん一家が三線で会場を盛り上げ、名桜大

学の仲宗根悠さんは澄んだ歌声でギタレレの弾き語りをし、最後はウイオハ

ナ大宜味サークルのメンバーが星空にぴったりのフラダンスで癒してくれま

した。飲食ブースでは菓子屋ＯＳＳＡさんがシークヮーサーを使ったクッキー

やスコーン、タピオカドリンクなどを振る舞い、地元の味を堪能させてくれ

ました。

　そしてメインイベントの星空観察。やんばるでは普段当たり前のように見

ている天の川ですが、天の川が観察で

きる地域は日本で３割くらいしかなく、

しかもは今年は天の川を挟んで木星と

土星が観察できる稀な年。その木星、

土星、さらには織姫、彦星も観察でき

夏の夜空を満喫することができ、しば

しの癒しの時間となりました♪

プラネタリウム内

３ エリック先生紹介・児童オリンピック結果・おもしろ科学実験

ようこそ、大宜味村へ♪　エリック先生着任　

　昨年から大宜味の子ども達に英語を楽しんで教えてくれるアナ先生とともに２学期からエリック先生が大

宜味村の幼稚園、小学校、中学校で ALT（Assistant Language Teacher）として「外国語活動」の授業を見て

くれることとなります。

　愉快で優しいエリック先生。勇気を出して英語で話しか

けてみましょう !! みなさん、よろしくお願いします。

名　前：Eruk James Peterson

出身地：アラスカ州アンカレッジ

好きな食べもの：フライドチキン・から揚げ

趣　味：水泳・料理

本人直筆のメッセージです。

さあ、訳してみよう !!

 （トラックの部）

　２年生男子 100ｍ　          ７位　濱元大晴　16 秒 86

　５年生男子リレー 4×100ｍ　 ８位　①平良規一、②福地楽偉門、③大石明翔、④花田琉空　1分 3秒 04

　６年生男子 800ｍ　　　　　　８位 島袋晃匠　2分 40 秒 36　

　
 （フィールドの部）

　４年生男子走り幅跳び　　　　４位　福地飛楽　　3m78　　５位　名城　侍　　3m52 

　４年生男子ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投げ　４位　福地飛楽　　39m21

　４年生女子ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投げ　１位　金城ゆうの　35m38

　５年生男子走り幅跳び　　　　４位　福地楽偉門　3m97

　５年生男子ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投げ　１位　福地楽偉門　55m55 　５位　金城翼希　　40m96

　７月 20 日（土）～ 21 日（日）に沖縄県総合運動場において行われた第 39 回新報児童オリンピック

大会に大宜味っ子たちが出場。日頃の練習の成果を発揮し、優秀な成績を収めましたので報告します。

第３９回　新報児童オリンピック大会結果報告！！

目に見えない空気を感じる…　おもしろ科学実験
　７月 23 日（火）、大宜味小学校多目的室において、おもしろ科学実

験（大宜味ルネサンス 100 人委員会主催）が開催されました。

　国頭教育事務所指導主事の前川恒久先生が「空気と音」をテーマに

ティッシュやストローなど身近にあるものを使って、空気の重さを感

じる実験をしたり、ストロー笛を作ったり体験型の楽しい実験を次々

と繰り広げてくれました。

　ストロー笛は簡単に作れ、長さで音が変わったりするなど新たな発

見もありました。最後は大きな空気砲を使い、空気を触る実験。児童たちは空気砲から放たれる空気をわ

くわくしながら待ち、空気砲を全身で受け止め体いっぱい空気を感じていました。どの実験もとてもおも

しろく、楽しみながら科学を学べるいい機会となりました。
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４５ 令和元年度わんぱく体験団

第４弾 「おもちゃ作り＆キャンプ」今、 試される時、 真のわんぱく力を見せよ…

　楽しい、 楽しい夏休み♪ 今年の夏休みは何しよう？？ 海水浴？バーベキュー？ って、 そんなことは家族でもできます。 わんぱくならではの夏休みの活動ということで、 今回はアダン

やマーニ （クロツグ）、 ソテツを使ったおもちゃ作りをします。 先生は旧大宜味小の近くに住む新城寛成さんといつもキャンプでお世話になっている島袋徳正先生 （もちろんこの後はキャ

ンプ。 まず寛成さんが見せてくれたのはアダンのうでわ。 あっという間に作ってしまい、 団員のうでにつけてくれました。 続いて風車もあれよあれよと言う間に完成。 団員たちは先生に

聞きながら、 応援団の琉大生に協力してもらいながらコツコツとおもちゃを作り始めました。 徳正先生が教えてくれたのはソテツの虫かご。 ちくちくする葉っぱに悪戦苦闘しながら少し

ずつ織り上げていきました。 マーニの葉では大きなそりも作り、 早速そり遊びを楽しみました。

令和元年度わんぱく体験団

　午後からはキャンプ♪４年生以上の団員が参加できる山でのキャンプ。 もちろん電気もガスもありません。 あるのは沢から流れてくる水くらい。 ここに１晩過ごすためのテントを張り、 炊事の火

種となるマキを集め、夕食のご飯とカレーを自分たちで作ります。 のんびりしてたらあっと言う間に夜になっちゃう !?暗いと炊事はできないよ。 さあさあ、みんなで協力してパパッと終わらせよう！ と思っ

ているのは大人だけ…。 団員たちはあくまでも自分たちのペース。 まっ、 いいさ。 泣きを見るのは自分達だからあまり口も手も出しません p<` ヘ ´> それぞれの得意分野や器用さを活かしてなん

なく夕食までこぎつけた団員たち （もっと苦労すればいいのに…）。

けが人続出 !? カレーの下ごしらえ

どっちがおいしい？見た目対決 !!

　カレーに玉ねぎを入れないという血迷った班…、 いやいや斬新なアイデアの班もいまし

たが、 とにかくカレーはできあがり、 焦げ付いたご飯も白い部分だけ盛り付け （おこげが

おいしいんだけどな…） おいしい夕食をいただくことができました。 苦労して作ったカレー

は格別だったようです。

　夕食後は生きもの観察と星空観察。 少し湿った道路にはいたるところにハナサキガエ

ルが…。 餌待ちですね。 おかげでハナサキガエルの顔を覚えられるくらい見ることがで

きました。 他にもオキナワイシカワガエルやアカマタ、リュウキュウカジカガエルもいました。

豊作♪豊作♪もちろん星空もきれいでした。 里でも十分きれいな星空ですが、 真っ暗な

森から見る星は最高でした。

　翌日はキャンプ場の片づけを終えて、田嘉里川へ…。 次々に飛び込むわんぱくたち。

キャンプでかいた汗もすっかり流せたようでした。

食べ比べた方がいいのでは？

おこげを排除する

繊細な男子たち…

限られた材料で火をおこせ！

マキは大きさごとに分け、長いものは折ったり切ったりします
立派な家を建てるど～

上手にできました♪

滑らせて～ !!

いいだろ～

今年の新作ラインナップ♪

溺れてないから！泳いでるから！
マジうま♥

食べてみって

白ごはん、サイコー！

にんじんは小さく小さく

固い地面、入らないペグ…

息を合わせて一気に立てる

師匠直伝 風車の技

チクチクに気を付けて！
琉大生は強い味方！

アオハル

現場作業員 !?

あおいで、あおいで

力
作
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６

村史編さんだより

村史編さんだより

『人と自然編』

聞き取り調査報告！

（８）

『人と自然編』

聞き取り調査報告！

（８）

　現在、村史編さん係では『人と自然編』発刊に向けて、動植物の方言名

や利用について聞き取り調査を字ごとに行っています。７月・８月で喜如嘉・

上原・屋古・塩屋の調査が終了しました。ご協力感謝します。

　今年中を目途に全字の調査完了を目指します！まだまだ暑い日が続きますが、引

き続き調査へのご協力をよろしくお願いします。

●調査項目の中から一部を紹介

喜如嘉　ゲッキツ（方言：ギンギチ）…利用：花がたくさん咲くと台風が来ると言

　われた。　蓖麻（ヒマ）…戦前は飛行機の燃料として栽培した。

上原　スイジガイ（マヤーモーガイ・ウシモーガイ）…殻を魔除けとして玄関に飾っ

　た。　犬（イングヮー）…子犬は結核・肝臓の薬として乾燥させて保存していた。

屋古　牛（ウシ）…スキをひかせて畑仕事をさせた。金持ちしか飼えなかった。

　犬（イヌクヮ）…血が綺麗になる薬として、フェーガサーが出来たとき等食べた。

塩屋　猫（マヤ－）…肋膜のくっすい（薬）として栄養をつけるために食べた。　

　カイニンソウ（ナッチョーラ）…虫下しの薬として学校で飲まされた。

田港　サガリバナ…大保川の両岸に植えられていた。花の時期には水底が見えない

　ぐらい水面を覆いつくし歩けない程であった。

押川　シュロ（スルガー）…スルガーを集めて一斤幾らで売っていた。水にも強く

　丈夫な縄ができるスルガーは石川あたりからも買いに来ていた。

第 101 号　2019 年 9 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　E メール :sonshi@vill.ogimi.okinawa.jp

▲喜如嘉での終了記念写真（７/２９・３回目）

▲上原（７/２９・３回目）

▲屋古（８/５・３回目） ▲塩屋（８/５・３回目）

 

９月３日より大宜味村図書室を開設します！
蔵書 3,400 冊、県立図書館より借用 430 冊を準備してお待ちしています

　●図書室の場所：旧大宜味小学校２階図書室（村史編さん係）
　●開室時間：午前１０時～午後５時（12 時～ 1 時昼休みにより閉室）
　●休 室 日：土曜日、日曜日、祝日、年末年始休（12/27 ～ 1/4 日）
　●貸出対象者：(1)　村内に住所を有する者　(2)　村内の学校、官公署、会社
　　等に在学在勤する者に一人５冊以内、２週間以内の貸出　

　

　※図書貸出には利用登録が必要です。利用登録の際には居住又は在学在勤を証明するもの
　　が必要です。問合せ：大宜味村教育委員会村史編さん係　４４-３００９

▲喜如嘉での終了記念写真（７/２９・３回目）

▲上原（７/２９・３回目）

７ 村史編さんだより

大宜味村の間切・村図の紹介６　　

　

土地整理に関わる各村の状況③（「山川元康ノート（S42）」より。□は判読不能）

　※屋取集落である押川、大保、宮城の状況に注意して読んでいただきたい。

押川　〇整地料は村と塩屋区で折半。一等地 22 坪ほか、二等、三等、四等、原５丁。

　　　〇喜如嘉校移転のため押川堂処分した。　日本政府の営農資金を活用した。

大保　〇断髪したら土地を配当するといわれたが、断髪したら兵隊にとられるといって誰も断髪せず、土地配当もなかった。

　　　　老人たちは昭和 10 年頃までチョンマゲ（カタカシラ・士族の象徴）であった。　

　　　〇入林許可証―伐木の許可証。官有林、ケサジ、平良の官有林は山係２、３人巡視していた。許可ない者は山刀を取上

　　　　げられ罰金５０銭くらい。月に５０銭（罰金と同額）支払えば入林許可証がとれたが、許可証は１回で３０銭かかる

　　　　ため２回とるのは無理であった。（それで盗伐が横行した）

　　　〇永田小作　一期米は半々ずつ分け、二期米は三分の一地主、三分の二小作者。

宮城　〇土地割当のとき、断髪するくらいなら土地はいらぬと拒否して土地配当なし。

　　　〇昭和 30 年まで津波区より年間５０円で借り受けた土地を耕作する小作であった。普通の田より高かった。

　　　〇小作（ウケガナイ）はウフクブに 6,000 坪あり、後に小作人のものとなり西の畑は区民の連名地となった。

　　　〇昭和 31 年頃までは塩田で組合による製塩業が行われ、その後、個人経営で 61 年（西暦か？）まで続けられた。

津波　〇土地割は海染、渡海、ガジナ（島原）、平南、ガタ原。　〇ノロ地はガジナにあった。

　　　〇寄留人（宮城の人：宮城は当時津波の内）には土地配当なし。字共有地の塩田を宮城部落に貸していた。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　土地整理は農民の生活に大きな変化をもたらした。それまでは国（王府）の土地を、地割によって一方的に百姓に割り当て、

そこからの収穫物を貢租として上納する仕組みであったものが、改革後は農民自身が土地を所有し税金を収めることになった。

　地割の割当がなく従って納税の義務もなかった士族は、土地整理の要点に該当しないため土地の配当がなく、あっても誰も

が嫌がる荒蕪地や遠隔地が多少配当される程度だったようだ。

　土地を持たない士族は、生きる為に薪炭製造や製塩で口を糊するしかなく、「哀れつれなさや廃藩の士族　笠に顔隠ち馬小曳

ちゅさ」の琉歌に見られるように、百姓にも見下される程の苦しい生活を余儀なくされていた。下図が作成された頃、屋取り

集落である押川は昭和 4（1929）年まで塩屋・根路銘に属し、同じく大保は大正 13（1924）年まで田港のうち（行政区として

の独立は昭和 4年）、宮城は昭和 4年まで津波の一部であった。

國頭郡大宜味村字田港全圖　12,000 分の 1　約 54×77.1 ㎝　等級あり 

原名：●現在の屋古区域①前田②タンナ又　●現在の田港区域③タンマ④田港上原⑤御神上原⑥マグイ⑦アサカ⑧大工又⑨南風原⑩白兼

●現在の大保区域⑪大保⑫江洲

・田港間切の時代は番所が置かれた中心地で、現在の屋古、大保を包含する大きな村であった。現在も東村境までの山間部は田港地番である。

・田港の印部石（ハル石）　上・「き　たいこ原（大保原）」中は拓本　下：「祢　しろか祢原（白兼原）」

現在の屋古区域

現在の田港区域

現在の大保区域



大教委通信 No.２９６２０１９年 （令和元年） ９月１日

８

字塩屋　新城靖史様　５万円　母 安子さんの香典返しとして　令和元年８月 1 日寄付　

「大宜味村育英会へ」

「しまふとぅば」ぬくとぅ　44

　８月２５日に「第２回しまくとぅば語やびら北部地区大会」が名護市民会館で開催

された。県の大会は今年で２５回目になるが、北部地区大会は未だ２回目とあって名護市、本

部町、今帰仁村、宜野座村、恩納村、伊平屋村（北部１２市町村の半数）の６市町村から９組

１０名の方がそれぞれの地域の「しまくとぅば」を披露していた。参加者は児童・生徒が５名、

一般の方が５名であった。審査の結果、９月１４日に開催される「第２５回しまくとぅば語や

びら大会沖縄県大会」に児童（小４）、生徒（中３）、一般の方１名の３名が派遣されることになっ

た。

　琉球諸語（国頭語、沖縄語、宮古語、八重山語、与那国語）は平成２１年にユネスコ（国連

教育科学文化機関）が消滅の危機に瀕する言語に指定している。

　「しまくとぅば」は地域の伝統行事や琉球舞踊、組踊等の沖縄文化の基層であり、県民のアイ

デンティティの拠り所でもある。

　「しまくとぅば」の継承については様々な考え方が提起されているが、まずはそれぞれの地域

において、地域の「くとぅば」（大宜味では「ふとぅば」）を積極的に使うべきだと考えるがど

うだろうか。「ひーじゃー（山羊）」ではなく「ぴーじゃー」、「くわっちー（ごちそう）」ではな

く「くわっきー」等のように。

　沖縄県しまくとぅば普及センターでは「しまくとぅば講師養成講座初級・北部開催」の受講

生を募集しています。興味のある方は、「沖縄県しまくとぅば普及センター　０９８－９８８－

０４１１」か大宜味村教育委員会へお問い合わせください。

うみがーみー

オキナワハンミョウ：ハンミョウ科

　ヘ～イ！そこの君、元気かい？メタリックでカラフル、どこに行っても目立っ

たちゃうオレ。オキナワハンミョウって言うんだ。俺たちの移動は飛ぶって言

うよりジャンプ。みんなの前をぴょんぴょん跳ねていくから、俺たちが道案内

してるって勘違いする人もいるんだぜ。きれいだから捕まえようたって無理無

理。ジャンプの達人の俺たちを捕まえるのは至難の業だぜ。

今月の生きもの

　駅伝に運動会、 村陸に地区陸とスポーツの季節に突入しました。 ９月といってもまだまだ暑い沖縄 （９月で暑いのは当
たり前か）。 熱中症に気を付けながら運動しましょう。 無理しなくたっていいさ～。 だって暑いんだもん！

１日（日）中学校久志駅伝大会

２日（月）区長会　小中振替休（9/7 運動会準備）

５日（木）中学校地区少年の主張大会

７日（土）小中運動会準備

ミニバス県 3×3大会国頭地区予選

第 16 回国頭郡ゴルフ大会（美ら）

８日（日）大宜味小中運動会

９日（月）小中振替休（9/8 運動会）

14 日（土）地区英語弁論大会

15 日（日）第 72 回村体協陸上競技大会（国頭村）

家庭の日

16 日（月）敬老の日

20 日（金）少年を守る日

21 日（土）喜保ぶながやっ子運動会

おきなわ地域教育の日

中学校地区科学作品展

22 日（日）おおぎみ カガクあそびフェスタ

シークヮーサーの日　家庭の日

23 日（月）秋分の日

25 日（水）交通安全推進村民大会

26 日（木）中学校県少年の主張大会

定例教育委員会会議

28 日（土）第 46 回中学校地区陸上競技大会

29 日（日）村陸上競技大会（予備日）

30 日（月）中学校振替休（地区陸上）

９月 16 日

マッチの日


